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（問題発見） 
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（機能における問題） 
• 紙で製造や物流の情報が回っている 
• 紙を受け取った個人のみが情報を把握できる 
• 情報を共有管理するためのインデックスが無い 

 
（情報における問題） 
• 紙の情報が多い 
• モノの情報（所在）がとらまえられない 

 
（データにおける問題） 
• 標準データプロファイルが無い 
• 製造部署における、連携・互いの見える化ができない 

 
（モノにおける問題） 
• マテハン機器が標準化されておらず、情報共有ができない 
• 荷姿・梱包が多様（無数）で、モノの単位が捉えづらい 
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（問題記述：ＡＳ－ＩＳ） 
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紙の指示 

モノの所在 

生産・販売 
計画 

マテハンが多様 
荷姿・梱包 
が多様 

物流の支払と 
物流(モノの動き)が遠

い 

プロセス間で異なるマテハンの情
報を集めることができない 

紙を持っているヒトしか情報が分
からない、属人化している 

企業間での情報連携が困難 
（通信プロトコルやデータフォー
マットにおいて） 

物流各部門 製造各部門 
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（課題設定：ＴＯ－ＢＥ） 
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紙の指示 

モノの所在 

生産・販売 
計画 

マテハンが多様 
荷姿・梱包 
が多様 

物流の支払と 
物流(モノの動き)が遠

い 

エッジ 

見える化 

見える化 

見える化 

異業種の 
プロセス間の 
連携 

エッジ 

RFID 

標準 
データプロファイル 

エッジで捉えるマテハンを生産側
で標準化・統一する 

生産・物流で共通のデータ共有
見える化基盤が必要 

データプロファイルの標準定義と 
異業種間での共用 

物流各部門 製造各部門 


